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人
口
の
7
割
以
上
が
第
1
次
産
業
従
事
者

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
加
入
率

は
48
・
5
％
と
非
常
に
高
い
割
合
と
な
っ
て

い
る
一
方
で
、少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
、

加
入
者
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
保
険
者
の
平
均
年
齢
が
44
・
4

歳
と
低
い
の
も
特
徴
で
、
1
人
当
た
り
医
療

費
は
、
全
国
平
均
等
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
入
院
1
件
当
た
り
の
医
療
費
は
全

国
平
均
等
を
上
回
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
そ
の
た
め
、
大
潟
村
で
は
、
医
療
費
の

増
加
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
特
定
健
診
と
特

定
保
健
指
導
の
受
診
率
等
の
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
は
60
％
を
超

え
、
県
内
で
1
位
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
特

定
保
健
指
導
の
実
施
率
は
年
々
向
上
し
て
お

り
、
昨
年
度
は
29
・
2
％
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
4
割
近
い
未
受
診
者
が
い
る
現
状

や
未
だ
に
１
件
あ
た
り
の
入
院
費
が
高
額
で

あ
る
等
、
課
題
も
あ
る
た
め
、
個
別
勧
奨
や

健
康
教
室
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
被
保
険

者
の
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
医
療
費
の
適
正

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
潟
村
は
、
農
家
の
割
合
が
多
い
た
め
国

保
加
入
率
が
50
％
近
い
割
合
で
、
被
保
険
者

の
7
割
以
上
が
60
歳
以
下
（
県
平
均
は
7
割

以
上
が
60
歳
以
上
）
と
比
較
的
若
い
年
齢
構

成
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

村
の
特
定
健
診
受
診
率
は
60
％
以
上
を

キ
ー
プ
し
て
お
り
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い

る
の
は
、
検
診
会
場
が
車
で
5
分
圏
内
と
い

う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
、
例
年
稲
刈
り
が
終

了
し
た
時
期
に
集
団
検
診
を
実
施
す
る
こ
と

で
住
民
の
中
で
検
診
が
定
着
・
習
慣
化
し
て

い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
、
各
住
区
か
ら
出
て
い
た
だ
い
て
い
る
健

康
推
進
員
の
協
力
が
大
き
い
で
す
。
集
団
検

診
の
申
込
は
、健
康
推
進
員
に
全
世
帯
へ「
検

診
調
査
票
」
の
配
布
・
回
収
を
し
て
も
ら

う
こ
と
で
回
答
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
検
診
予
約
も
検
討
し
ま
し
た

が
、
検
診
申
込
者
数
の
減
少
を
懸
念
し
、
現

在
も
昔
な
が
ら
の
紙
ベ
ー
ス
で
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
回
収
し
た
調
査
票
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
職
員
が
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
提
出

の
な
い
世
帯
に
は
個
別
に
電
話
が
け
す
る
こ

と
で
、
20
世
帯
以
上
の
追
加
申
込
み
が
あ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
検
診
調
査
票
の
封
詰
め

や
取
り
ま
と
め
は
手
作
業
の
た
め
骨
の
折
れ

る
作
業
で
す
が
、
今
後
も
受
診
率
の
維
持
・

向
上
の
工
夫
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

集
団
検
診
の
結
果
配
布
時
、「
検
診
結
果

説
明
会
」
を
実
施
し
て
お
り
、
検
診
を
受
診

総世帯数	 1,159世帯
総 人 口	 2,941人
国保世帯数	 557世帯
国保加入割合	 48.5％
収納率（令和5年度決算）
　現年課税分	 … 99.9％
　滞納繰越分	 … 23.9％

国保の概況
（令和7年4月末現在）

「南の池入植記念公園」にある入植記念モニュメントと夜空／八郎潟干拓工事の完工を記念してつくられ
た「南の池入植記念公園」にある入植記念モニュメントと夜空です。

表紙
写真

さ
れ
た
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

結
果
を
受
け
取
り
に
来
て
も
ら

い
、
来
所
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
送
付
し
て
い
ま
す
。
令
和
6

年
度
は
213
名
の
方
が
来
所
さ
れ

ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、
保
健

師
に
よ
る
検
診
結
果
の
説
明
・

受
診
勧
奨
、
看
護
師
に
よ
る
血

圧
測
定
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る

栄
養
指
導
・
特
定
保
健
指
導
の

初
回
面
談
、
推
定
野
菜
摂
取
量

を
測
定
す
る
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
、

体
組
成
計
の
測
定
を
し
て
い
ま

す
。
検
診
結
果
を
見
な
が
ら
、

普
段
の
生
活
習
慣
を
一
緒
に
振

り
返
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
へ
は
、
結
果
説

明
会
の
際
に
、保
健
師
が
個
別
に
声
を
か
け
、

そ
の
ま
ま
初
回
面
談
を
受
け
て
も
ら
う
よ
う

促
し
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
か
ら
、
説
明

会
で
初
回
面
談
を
実
施
す
る
体
制
へ
変
更
し

た
こ
と
で
、
実
施
率
の
向
上
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
（
令
和
6
年
度
は
28
％
）。
し
か
し
、

村
が
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
る
冬
期

間
は
農
閑
期
の
た
め
多
く
の
保
健
指
導
実
施

者
は
運
動
量
が
必
然
的
に
減
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
、
特
に
男
性
は
冬
場
に
集

会
や
外
食
が
増
え
る
傾
向
も
あ
り
、
冬
期
間

の
体
重
・
食
事
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
課
題
で
す
。

村
で
は
12
月
よ
り
運
動
教
室
を
毎
週
1
回
ず

つ
、
男
女
各
11
回
開
催
し
、
冬
場
の
メ
タ
ボ

対
策
・
体
力
維
持
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
は
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
方

へ
も
教
室
参
加
を
促
し
、
よ
り
村
の
特
徴
に

合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
事
業
を
展
開
し
て
い

き
た
い
で
す
。

保険者
紹介

保
健
事
業
の
取
り
組
み
保
健
対
策
シ
リ
ー
ズ

No.
397

村
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
保
健
事
業
の
展
開
を

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
、県
内
１
位

国
保
の
取
り
組
み

大潟村

いつまでも現役であるために

福祉保健課長

北
き た し ま

嶋　学
まなぶ

 氏

　ご存じのとおり本村は農業が主産業であ
り、心身の健康が不可欠であるとの考えから
か住民の総合検診を受ける割合が非常に多い
と感じます。ただし、受けるだけでその後の
ケアについては少々無関心なところが見受け
られ、保健事業に携わる側にしてみれば少し
気をもむ現状です。
　「農業を生涯現役で」とする意識が高いこ
とから、村では「運転寿命延伸プロジェクト
事業」（運転シミュレーターや認知症予防の
教室の開催等）を立ち上げ、健康のための農
業、生涯現役のための免許証の継続をバック
アップしています。

国保主管課長からの一言

　大潟村は秋田県の西側ほぼ中央に位置し、かつて日本で2番目の面積を
誇る湖だった八郎潟を干拓して昭和39年に誕生した村で、昨年には、創
立60周年を迎えました。既存自治体の合併、分割等によらずに誕生した
自治体としては、国内で最後のものとなります。面積は、170.05平方キ
ロメートル、村内の全域が海抜0メートル以下の平坦な土地が広がります。
基幹産業は農業で、特に米作りが盛んです。計画的に整備された近代的
な農村であり、大規模機械化農業が展開されています。

広大な干拓地が育む米どころ

大潟村

12〜３月に11回実施する女性向け「すっきりリフレッシュ体操」の様子

10月に実施する集団検診会場
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　令和７年度秋田県国民健康保険運営協議会連絡会通常総会並びに国民健康保険運営協議会会
長・国保主管課長合同研修会が６月10日（火）、市町村会館大会議室において各市町村国保運営
協議会会長10名、国保主管課長19名の出席のもと開催された。
　開会にあたり、主催者の秋田県国民健康保険運営協議会連絡会木村会長が挨拶に立ち、加入
者の高齢化に加え、所得水準が低い等国保が直面する構造的問題に触れ、「国保は厳しい運営が
続くが、調査、研究等を通じ、国保事業がより円滑に推進されるよう、情報の共有や要望の取り
纏めに努めていきたい。」と述べた。
　続いて、来賓の秋田県健康福祉部健康づくり推進課国保医療室浅野室長が挨拶に立ち、「国保
制度の持続可能性確保に向け、医療保険制度改革の議論が進められている。県としては、第３期
秋田県国民健康保険運営方針や第４期秋田県医療費適正化計画などに基づき、引き続き効率的か
つ安定した国保事業の運営と医療費の適正
化を推進していく。」と述べた。
　議事では、事務局から議案説明を行い、
慎重な審議の結果、すべて原案のとおり可
決された。（議案等については本会ホーム
ページに掲載しています。）
　また、総会終了後に開催された合同研修
会では、オンライン形式にて国民健康保険

中央会池田俊明常務理事が「国保制度の諸情勢について」と題し、国保
を取り巻く情勢、全世代型社会保障改革、医療・介護DXの取組みと子
ども・子育て支援金、国保連合会・国保中央会の役割等について講演が
行われた。

　本会は６月４日（水）、オンライン形式にて保険者等から61名参加のもと第三者行為求償事務担当者研修会を開催した。厚
生労働省第三者行為求償事務アドバイザーの鈴木彰人氏による「第三者行為求償事務の基本」と題した講演に続き、国民健
康保険中央会企画部企画調査課長代理吉田氏により「第三者行為求償事務に係る効果的な取組みや先進的な事例」について
紹介がなされた。参加者からは、「請求漏れのないよう、効果的に取り組んでいきたい。」などの感想が寄せられた。

　本会は５月19日（月）、市町村の保健師等を対象にオンライン形式にて90名参加のもと令和７年度国保・後期高齢者ヘルス
サポート事業研修会を開催した。
　保健事業支援・評価委員会佐々木委員長による令和６年度の委員会実施状況の情報提供に続き、神奈川県立保健福祉大学
保健福祉学部栄養学科長田中和美氏により「国保・後期・かかりつけ医とともに進める糖尿病重症化予防～糖尿病性腎症重
症化予防プログラム改定のポイントを踏まえて～」と題した講演が行われた。その後、秋田県健康福祉部健康づくり推進課が
ん・生活習慣病対策チーム奥山副主幹から秋田県糖尿病重症化予防モデルプログラムの改正、保健事業支援・評価委員会の
野村委員から糖尿病の診断と治療について、情報提供が行われた。
　出席者からは、「受診勧奨や保健指導のポイント等参考になった。」との声が多く寄せられた。

7月
8日 第3回理事会

17日 柔整審査会
18日 第2回保健事業支援・評価委

員会
19日 審査委員会（22、23、24、

25日）
23日 診療報酬再審査部会
24日 審査専門部会
25日 審査小委員会/合同研究会
28日 介護給付費等審査委員会
29日 鍼灸等審査会
30日 第140回通常総会

8月
21日 柔整審査会/審査委員会

（22、23、25、26日）
22日 診療報酬再審査部会
25日 審査専門部会
26日 審査小委員会/合同研究会/

介護給付費等審査委員会
28日 鍼灸等審査会

9月
6日 秋田県国保診療施設協議会

総会及び研修会（ミニ学会）
18日 柔整審査会
19日 審査委員会（20、22、24、

25日）
22日 診療報酬再審査部会
24日 審査専門部会
25日 審査小委員会/合同研究会/

介護給付費等審査委員会
29日 鍼灸等審査会

連合会 Topics
連合会行事についてはHPをご覧ください　https://www.akita-kokuhoren.or.jp　本会は新任担当者を対象として、４月

30日（水）～５月１日（木）の２日間にわたっ
て、国保連合会大会議室において保険者
等から34名出席のもと特定健診等データ
管理システム操作研修会を開催した。
　データ管理システムに関する業務説明
の後、実機を使用し共同処理メニューの
操作研修を行ったほか、国庫負担（補助）
金実績報告に係る作業や、特定健診等結
果の法定報告に係る作業の説明を行った。
　また、６月２日（月）～３日（火）の２日間にわたり、国保連合会大会議室にお
いて新任担当者や日頃KDBシステムの操作機会が少ない担当者を対象として、保険
者等から34名出席のもとKDBシステム操作等研修会を開催した。
　実機を使用し、システムの概要や基本的な操作方法、各画面及び帳票の内容や
活用方法の説明等を行った。また、事業実施における体制整備から事業評価（介
入支援実施前後の比較）までの流れを踏まえた保健事業介入支援管理機能の説明
を行った。

　本会はオンライン形式にて５月23日
（金）に国保情報集約システム操作等研修
会、５月28日（水）に国保総合システム
操作等研修会を開催した。
　国保情報集約システム操作等研修会は、
32名参加のもと主に新任の国保担当者や
資格管理担当者等を対象に、システム概
要のほか、資格情報連携、世帯継続判定、
高額該当情報連携、加入者情報連携・管
理の４つの業務について説明を行った。
　国保総合システム操作等研修会は、37名参加のもと主に新任の国保担当者や資格
給付確認担当者を対象として、システムの基本操作のほか、資格マスタ管理や給付
記録管理、高額療養費や高額介護合算療養費等の業務機能の操作方法について説明
を行った。

秋田県国民健康保険運営協議会連絡会通常総会並びに合同研修会
国保事業の円滑な推進に向けて

特定健診等データ管理システム操作研修会及びKDBシステム操作等研修会

システムの利活用を通じた保健事業の推進のために

国保情報集約システム及び国保総合システム操作等研修会
システム操作の理解を深めるために

連合会行事予定

挨拶に立つ木村会長

議案審議の様子

挨拶に立つ浅野室長

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業研修会
糖尿病の重症化を予防するために

第三者行為求償事務担当者研修会
求償事務の取組み強化を

KDBシステム操作等研修会

国保総合システム操作等研修会
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○
本
市
が
取
り
組
む
特
定
健
診
事
業
に

つ
い
て

　

由
利
本
荘
市
で
は
、
４
種
類
の
特
定
健
診

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
秋
田
県
が
集
合
契
約
し
た
医

療
機
関
で
４
月
～
翌
年
３
月
の
期
間
に
実
施

す
る
個
別
方
式
で
す
。
こ
ち
ら
は
４
月
下
旬

に
受
診
券
が
届
き
次
第
、
同
封
の
医
療
機
関

一
覧
か
ら
本
人
が
受
診
す
る
医
療
機
関
を
選

び
、
予
約
し
て
受
診
す
る
方
法
で
、
無
料
で

受
診
で
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
５
月
～
７
月
の
期
間
に
保
健

事
業
団
に
委
託
し
、
市
内
の
各
地
域
の
集
団

健
（
検
）
診
会
場
で
実
施
す
る
集
団
方
式
で
、

こ
ち
ら
も
無
料
で
す
。
ま
た
、
有
料
に
は
な

り
ま
す
が
、
会
場
に
よ
っ
て
は
、
同
日
に
、

肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
な
ど
の
が
ん
検
診
や
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
健
診
な
ど
が
市
の
助
成
価
格
で

受
診
で
き
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
１
月
に
Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
申
込
み

を
し
て
受
診
す
る
市
の
総
合
健
診
方
式
（
人

間
ド
ッ
ク
）
で
す
。
総
合
健
診
は
市
内
の
３

医
療
機
関
及
び
保
健
事
業
団
と
個
別
契
約
を

結
び
、
集
団
方
式
と
同
様
に
特
定
健
診
の
検

査
項
目
に
加
え
、
が
ん
な
ど
の
悪
性
疾
患
の

検
査
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
総
合
健

診
は
自
己
負
担
が
発
生
し
ま
す
が
、
国
保
に

加
入
し
て
い
る
方
は
４
月
に
市
か
ら
送
付
さ

れ
る
特
定
健
診
受
診
券
を
医
療
機
関
に
提
示

す
る
こ
と
で
市
か
ら
１
万
円
の
助
成
が
適
用

さ
れ
た
自
己
負
担
額
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
特
定
健
診
と
同
等
以
上
の
検

査
項
目
が
あ
る
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
を
、
受

診
券
を
利
用
せ
ず
、
自
費
で
直
接
医
療
機
関

を
予
約
し
て
受
診
し
た
際
に
、
特
定
健
診
の

無
料
受
診
に
代
え
て
、
上
限
１
万
円
の
助
成

を
受
け
ら
れ
る
人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成
方
式

で
す
。
後
で
診
断
結
果
表
を
持
っ
て
市
に
申

請
す
れ
ば
１
万
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
対
象
は
由
利
本
荘
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。
本
市
で
は
人

間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る
割
合
が
と
て
も
高

く
、
昨
年
の
総
合
健
診
に
は
１
，４
３
６
人

の
方
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
に
も
追
加
健
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
７
月
時
点
で
健
診
未
実
施
の
方
の
う

ち
、
Ａ
Ｉ
に
よ
り
受
診
優
先
順
位
の
高
い
上

位
約
１
３
０
０
人
へ
追
加
健
診
の
ご
案
内
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

○
特
定
健
診
の
状
況
や
課
題

　

本
市
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
お
い
て
、

特
定
健
診
受
診
率
の
目
標
値
を
50
・
0
％
と

定
め
、
受
診
率
向
上
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
し
た
令
和

４
年
度
の
受
診
率
は
35
・
3
％
で
、
そ
の
後

年
々
向
上
し
て
い
ま
す
が
目
標
値
に
は
届
い

て
い
ま
せ
ん
。

　

問
題
点
は
、
特
定
健
診
対
象
者
の
う
ち
生

活
習
慣
病
の
治
療
を
し
て
い
る
方
で
特
定
健

診
を
受
け
て
い
な
い
割
合
が
45
・
6
％
と
非

常
に
高
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
背
景

と
し
て
は
、
病
院
で
生
活
習
慣
病
の
治
療
を

し
て
い
る
た
め
、
特
定
健
診
を
受
け
る
必
要

が
な
い
と
考
え
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
過
去
３
年
間

一
度
も
特
定
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
全

体
の
57
・
7
％
で
、
そ
の
う
ち
生
活
習
慣
病

に
か
か
る
レ
セ
プ
ト
が
あ
り
、
特
定
健
診
未

受
診
の
方
が
34
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
に
か
か
る
レ
セ
プ
ト
が
あ
る
市

民
へ
の
特
定
健
診
受
診
の
働
き
か
け
が
課
題

と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
過
去
３
年
間
の

う
ち
、
健
診
を
受
診
し
た
り
し
な
か
っ
た
り

と
特
定
健
診
の
受
診
が
安
定
し
な
い
不
定
期

受
診
者
も
約
２
割
存
在
す
る
た
め
、
連
続
受

診
定
着
に
向
け
た
働
き
か
け
も
非
常
に
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
組
み

　

特
定
健
診
未
受
診
者
に
対
し
て
は
、
年
二

回
の
勧
奨
ハ
ガ
キ
を
令
和
３
年
度
か
ら
送
付

し
て
お
り
、
７
月
に
発
送
す
る
一
回
目
の
圧

着
ハ
ガ
キ
に
は
、
個
別
健
診
医
療
機
関
と
集

団
健
診
（
一
番
大
き
く
、
人
口
の
多
い
本
荘

地
域
会
場
）
の
両
方
を
裏
面
に
記
載
し
て
い

ま
す
。
表
面
は
特
定
健
診
の
質
問
項
目
か
ら

人
工
知
能
に
よ
っ
て
対
象
者
の
特
性
に
応
じ

て
振
り
分
け
ら
れ
た
、
４
種
類
と
、
過
去
３

年
特
定
健
診
未
受
診
者
、
前
年
度
国
保
加
入

者
の
全
部
で
６
種
類
の
発
送
資
材
を
使
い
わ

け
て
印
刷
し
て
い
ま
す
。

　

特
性
に
よ
っ
て
４
種
類
に
タ
イ
プ
分
け
し

た
特
性
の
一
つ
目
は
、
日
々
の
健
康
に
気
を

遣
っ
て
い
て
病
気
の
心
配
が
な
く
、
健
診
を

受
け
る
意
義
を
感
じ
て
い
な
い
タ
イ
プ
。
二

つ
目
は
将
来
、
病
気
に
か
か
る
こ
と
を
心
配

し
て
い
る
が
、
健
診
に
行
く
と
病
気
が
判
明

し
て
し
ま
い
そ
う
だ
か
ら
行
き
た
く
な
い
と

思
っ
て
い
る
タ
イ
プ
。
三
つ
目
は
自
身
が
不
健

康
の
自
覚
が
あ
る
が
、
今
の
生
活
に
満
足
し

て
い
て
、
積
極
的
に
改
善
し
よ
う
と
思
っ
て
い

な
い
タ
イ
プ
。
四
つ
目
は
自
身
を
健
康
だ
と

思
っ
て
い
て
、
健
康
に
関
す
る
情
報
や
健
康

診
断
の
結
果
に
興
味
が
な
い
タ
イ
プ
で
す
。

　

ま
た
、
１
月
に
発
送
す
る
二
回
目
の
圧
着

ハ
ガ
キ
で
は
、
未
受
診
者
の
医
療
機
関
通
院

分
析
を
行
っ
た
結
果
を
基
に
、
特
定
健
診
実

施
機
関
に
通
院
し
て
い
る
方
に
は
そ
の
医
療

機
関
を
印
字
す
る
ほ
か
、
40
代
・
50
代
の
方
、

昨
年
受
診
し
今
年
度
未
受
診
の
方
、
そ
れ
以

外
の
方
の
５
種
類
に
分
け
て
勧
奨
を
し
て
い

ま
す
。

○
特
定
健
診
事
業
の
評
価
と
今
後
の
目
標

　

勧
奨
通
知
を
送
付
し
た
後
は
受
診
券
の
再

発
行
や
、
市
の
集
団
健
診
申
込
み
の
問
合
せ

が
多
く
、
勧
奨
後
の
健
診
の
伸
び
が
良
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
通
院
し
て
い
る
方
に
勧
奨
し
て
も

「
特
定
健
診
よ
り
詳
し
く
診
断
し
て
い
る
か

ら
特
定
健
診
を
実
施
す
る
必
要
は
な
い
」
と

の
考
え
方
か
ら
、
受
診
へ
シ
フ
ト
し
な
い
こ

と
が
課
題
で
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
医
師

会
の
了
解
を
得
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
特

定
健
診
と
同
等
項
目
に
か
か
る
診
療
情
報
提

供
（
み
な
し
健
診
）
を
進
め
た
い
と
考
え
て

お
り
、
そ
れ
が
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に

寄
与
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
繋
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
に
よ
り

�

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
す

�

～
様
々
な
取
り
組
み
で
特
定
健
診
の
受
診
率
、保
健
指
導
の
実
施
率
、健
康
づ
く
り
向
上
へ
～

あきたをあきたを

ヘルス
アップ

シリーズ
企画

08

由利本荘市

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
保
険
者
で
力
を
入

れ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
保
健
事
業
に
つ

い
て
、
担
当
者
の
方
の
生
の
声
を
お
聞
き

し
ま
す
。
保
健
事
業
を
と
り
ま
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
中
で
、
各
保

険
者
の
保
健
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
情

報
提
供
し
、
保
険
者
の
各
事
業
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

市民生活部市民課　主任

佐
さ さ き

々木 実
み つ こ

子 さん
略歴：
平成27年　入庁　市民生活部市民課 国保年金班
平成30年　健康福祉部福祉支援課
令和  3年　東由利総合支所市民サービス課
令和  6年　市民生活部市民課 国保年金班

この方にお話を
うかがいました

「インターバル速歩を用いた健康づくり」

健康福祉部健康づくり課成人保健班 主査　土
つ ち だ

田 佳
か な こ

奈子 さん
にお話しをうかがいました。

　インターバル速歩事業は、信州大学大学院能勢博特任教授が考案した歩き方で、「ゆっ
くり歩き」と「さっさか歩き」を数分間ずつ交互に繰り返すウォーキング法です。筋力や
体力の向上、生活習慣病のリスク改善、医療費の削減効果があり、平成27年より普及に
取り組んでいます。市では大きく次の三つの事業を行っています。
　①講座（有料）：「熟大（じゅくだい）メイト」という運動量を計測する専用の機械を使
用してトレーニングし、開始前後の体力測定や毎月の教室で効果を確認します。
　②体験教室（無料）：インターバル速歩の概要説明や、正しい姿勢・歩き方の確認、熟
大メイトの装着体験などを行います。
　③実践会（無料）：各地域の体育施設で実践会を定期的に開催し、インターバル速歩の
実践をサポートしたり、初めての方や久しぶりに参加された方には、より詳しく実践方法
を説明します。
　この事業を開始してからこれまでの講座参加者のうち、半年で体重が−7㎏、腹囲−10
㎝、HbA1cが−1％、下肢筋力−66歳など大幅に改善された方もおり、平成30年度の信
州大学の検証により医療費20％の削減効果が本市でも認められています。
　課題は、有料である講座に参加者を集めることが難しく、無料事業に参加者が集中し
てしまうこと、若い世代や男性の参加者が少なく、新たな参加者を集めることです。

7 6



 【1人分の栄養量】
エネルギー ：379kcal
たんぱく質 ：17.5g
脂　　質 ：1.0g
炭水化物 ：71.0g
食塩相当量 ：3.5g

秋田県栄養士会
地域活動職域事業部　管理栄養士

作り方

地産地消
今月のテーマ

千田 茉登佳 さん
ち　だ ま　ど　か

　忙しい日々の中でも、だしをとるひと手間
で香りとうま味の深い味わいが楽しめます。
塩分濃度は、一般的な麺類のかけ汁の約7
割程度に抑えました。じゅんさいと茄子の
涼やかな一皿をぜひお楽しみください。

栄養士の
ワンポイント
アドバイス

❶昆布を水に30分ほど浸し、そのまま加熱します。沸騰直前
で昆布を取り出し、かつお節を加えます。再び沸騰したら
すぐに火を止め、1分ほど置いてからこします。
❷じゅんさいは水で２～３回やさしく洗い、ザルに上げて水
気を切ります。
❸えびは殻と背ワタを取り除き、熱湯に加え2分ほど下茹で
をします。
❹なすは皮をむき、繊維に沿って長さ3cm、厚さ1cmほどの
細切りにし、3分ほど下茹でをします。
❺うどんは表示通りにゆでてから冷水でしめ、水気を切ります。
❻❶のだし汁を火にかけ、しょうゆとみりんを加えてひと煮
立ちさせた後、冷ましておきます。
❼うどんを器に盛り、じゅんさい、なす、えびを彩りよくのせ、
冷ましたかけ汁をかけます。仕上げにかつお節をふんわり
とのせて完成です。

【材料2人分】
・稲庭うどん（乾） 2束（160g）
・なす（中） 1本（100g）
・じゅんさい（水煮） 50g
・えび（小） 10尾（100g）
・かつお節 適量
（かけ汁）
・かつお節 10g
・だし昆布 5g
・水 450ml
・薄口しょうゆ 小さじ2
・濃口しょうゆ 小さじ2
・みりん 大さじ1

コクホ
食堂

おい
しく低カロリー

協力：公益社団法人
秋田県栄養士会

だし香るじゅんさいと
　  茄子の冷やし稲庭うどん
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